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市内経営動向調査 令和2年度1月～3月期（第4四半期） 

① 調査の時期 令和3年4月 ② 調査の期間  令和3年1月～令和3年3月 

③ 調査対象企業 280社 ④ 回収状況   151社（回答率53.9％） 

⑤  調査内容  建設業、製造業、卸・小売業、サービス業を営む企業に対して、佐世保の景況感、 

業界の景況感、前年同期比売上動向(令和2年1月～3月）、前年同期比採算動向 

（令和2年1月～3月）を調査 

※ＤＩ＝ディフュージョン・インデックスとは《「増加・好転の割合」－「減少・悪化の割合」》 

【総  括】  

○全業種合算 

全業種合算でのＤＩ値は「市内の景況感▲63.6(前回比+3.5)」、「市内業界の景況感▲55.0(-3.3)」、「前年同期比

の売上動向▲39.6(-9.8)」、「前年同期比の採算動向▲35.8(+0.7)」となり、市内景況感と採算動向が改善し、業

界景況感と売上動向が悪化した。今期注目されるのはGoToキャンペーン等の影響により、大幅な改善があった

前期との比較であるが、売上動向が9.8の悪化、他3項目はほぼ横ばいと上昇に向けた動きは足踏み状態となっ

ている。業種ごとに見れば、建設業の動向がやや好調を維持して推移する一方、サービス業の動向が低空飛行を

続けており、依然として2極化の傾向が続いている。 

全国的にはデジタル投資の増加を背景に需要が伸びている半導体関連や堅調な自動車関連の製造業のほか、飲食

料品・家電製品を中心に巣ごもり消費に下支えされた小売業で業況感が改善した。しかし、原油価格の上昇によ

る燃料費の増大等のコスト負担増や年度末の資金繰りを不安視する声も多く、中小企業の景況感は持ち直しの兆

しがみられるものの、依然厳しい状況が続く。 

 

○佐世保市内の景況感 

ＤＩ値は、建設業▲28.9(前回比+14.6)、製造業▲64.7(-0.2)、卸･小売業▲76.9(+2.6)、サービス業▲82.5(-2.5)

と建設業、卸・小売業において改善し、製造業、サービス業において悪化した。建設業を除く3業種は変化の幅

が少なく、市内全体の景況感はほぼ横ばいの動きと言える。建設業もここ数期、改善と悪化の売上を繰り返して

おり、動き自体は足踏み状態にある。 

 

○市内業界の景況感 

ＤＩ値は、建設業▲13.2(前回比+12.5)、製造業▲55.9(+1.7)、卸・小売業▲66.7(-12.8)、サービス業▲

82.5(-12.5) と建設業、製造業において改善し、卸・小売業、サービス業において悪化した。建設業を除く 3

業種のDI値はコロナの影響が出始めた令和元年第4四半期(R2.1～3)での急激な悪化の後、微増と微減を繰り返

しており、3業種の景況感は足元で鈍い動きが続いている。 

 

○前年同期比の売上動向 

ＤＩ値は、建設業▲18.9(前回比-24.2)、製造業▲38.2(+13.3)、卸・小売業▲44.7(-29.4)、サービス業▲

55.0(+3.5)と製造業、サービス業において改善し、建設業、卸・小売業において悪化した。前回調査では全業種

合算において過去最高の改善幅(+27.6)や卸・小売業において過去2番目の改善幅(+45.1)を記録するなど持ち直

しの兆しがみられたが、再びコロナウイルス感染症の影響(R3.1 一部地域に緊急事態宣言が発令)が高まり、回

復へ向けた動きにブレーキが掛けられている。 

 

○前年同期比の採算動向 

ＤＩ値は、建設業▲15.8(前回比-15.8)、製造業▲41.2(+10.3)、卸・小売業▲33.3(-7.7)、サービス業▲

52.5(+15.8)と製造業、サービス業において改善し、建設業、卸・小売業において悪化した。サービス業は前回

に続き2期連続での改善となったが、ＤＩ値自体は低調であり、厳しい経営環境にある。 



市内経営動向調査 令和2年度第4四半期(令和3年1月〜令和3年3月）DI景況感 ※DI値は令和2年度第3四半期（令和2年10月〜令和2年12月）と比較

DI値 ▲ 67.1 ⇒ ▲ 63.6 ⇘ DI値 ▲ 51.7 ⇒ ▲ 55.0 ⇘ DI値 ▲ 29.8 ⇒ ▲ 39.6 ⇘ DI値 ▲ 36.4 ⇒ ▲ 35.8 ⇘

全業種 ⇒ 3.5 ⇒ -3.3 ⇒ -9.8 ⇒ 0.7

DI値 ▲ 43.6 ⇒ ▲ 28.9 ⇘ DI値 ▲ 25.6 ⇒ ▲ 13.2 ⇗ DI値 5.3 ⇒ ▲ 18.9 ⇗ DI値 0.0 ⇒ ▲ 15.8 ⇗

建設業 ⇒ 14.6 ⇒ 12.5 ⇒ -24.2 ⇒ -15.8 

DI値 ▲ 64.5 ⇒ ▲ 64.7 ⇘ DI値 ▲ 57.6 ⇒ ▲ 55.9 ⇘ DI値 ▲ 51.5 ⇒ ▲ 38.2 ⇘ DI値 ▲ 51.5 ⇒ ▲ 41.2 ⇘

製造業 ⇒ -0.2 ⇒ 1.7 ⇒ 13.3 ⇒ 10.3

DI値 ▲ 79.5 ⇒ ▲ 76.9 ⇘ DI値 ▲ 53.8 ⇒ ▲ 66.7 ⇘ DI値 ▲ 15.4 ⇒ ▲ 44.7 ⇘ DI値 ▲ 25.6 ⇒ ▲ 33.3 ⇘

卸・小売業 ⇒ 2.6 ⇒ -12.8 ⇒ -29.4 ⇒ -7.7 

DI値 ▲ 80.0 ⇒ ▲ 82.5 ⇘ DI値 ▲ 70.0 ⇒ ▲ 82.5 ⇘ DI値 ▲ 58.5 ⇒ ▲ 55.0 ⇘ DI値 ▲ 68.3 ⇒ ▲ 52.5 ⇘

サービス業 ⇒ -2.5 ⇒ -12.5 ⇒ 3.5 ⇒ 15.8

DI100～81 DI80～41　 DI40～11 DI10～▲10　 DI▲11～▲40 DI▲41～▲80 DI▲81～▲100

　

佐世保の景況感 業界の景況感 前年同期比売上げ動向 前年同期比採算動向

ＤＩ値▲30.0 ⇒▲10.0 ⇗（平成28年度第1四半期～令和2年度第4四半期の傾向）

⇒

（令和2年度第3四半期と令和2年度第4四半期との比較）



全業種 ＤＩ値 ▲ 63.6 全業種 ＤＩ値 ▲ 55.0 全業種 ＤＩ値 ▲ 39.6 全業種 ▲ 35.8
1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.増加 8 5.37% 5.4 1.好転 5 3.31% 3.3
2.良い 3 1.99% 2.0 2.良い 6 3.97% 4.0 2.やや増加 15 10.07% 10.1 2.やや好転 17 11.26% 11.3
3.普通 49 32.45% 32.5 3.普通 56 37.09% 37.1 3.変わらない 44 29.53% 29.5 3.変わらない 53 35.10% 35.1
4.悪い 84 55.63% 55.6 4.悪い 65 43.05% 43.0 4.やや減少 39 26.17% 26.2 4.やや悪化 39 25.83% 25.8
5.大変悪い 15 9.93% 9.9 5.大変悪い 24 15.89% 15.9 5.減少 43 28.86% 28.9 5.悪化 37 24.50% 24.5
建設業 ＤＩ値 ▲ 28.9 建設業 ＤＩ値 ▲ 13.2 建設業 ＤＩ値 ▲ 18.9 建設業 ＤＩ値 ▲ 15.8
1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.増加 2 5.41% 5.4 1.好転 2 5.26% 5.3
2.良い 3 7.89% 7.9 2.良い 3 7.89% 7.9 2.やや増加 4 10.81% 10.8 2.やや好転 3 7.89% 7.9
3.普通 21 55.26% 55.3 3.普通 27 71.05% 71.1 3.変わらない 18 48.65% 48.6 3.変わらない 22 57.89% 57.9
4.悪い 12 31.58% 31.6 4.悪い 5 13.16% 13.2 4.やや減少 10 27.03% 27.0 4.やや悪化 8 21.05% 21.1
5.大変悪い 2 5.26% 5.3 5.大変悪い 3 7.89% 7.9 5.減少 3 8.11% 8.1 5.悪化 3 7.89% 7.9
製造業 ＤＩ値 ▲ 64.7 製造業 ＤＩ値 ▲ 55.9 製造業 ＤＩ値 ▲ 38.2 製造業 ＤＩ値 ▲ 41.2
1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.増加 4 11.76% 11.8 1.好転 3 8.82% 8.8
2.良い 0 0.00% 0.0 2.良い 1 2.94% 2.9 2.やや増加 3 8.82% 8.8 2.やや好転 3 8.82% 8.8
3.普通 12 35.29% 35.3 3.普通 13 38.24% 38.2 3.変わらない 7 20.59% 20.6 3.変わらない 8 23.53% 23.5
4.悪い 17 50.00% 50.0 4.悪い 15 44.12% 44.1 4.やや減少 9 26.47% 26.5 4.やや悪化 10 29.41% 29.4
5.大変悪い 5 14.71% 14.7 5.大変悪い 5 14.71% 14.7 5.減少 11 32.35% 32.4 5.悪化 10 29.41% 29.4
卸・小売業 ＤＩ値 ▲ 76.9 卸・小売業 ＤＩ値 ▲ 66.7 卸・小売業 ＤＩ値 ▲ 44.7 卸・小売業 ＤＩ値 ▲ 33.3
1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.増加 2 5.26% 5.3 1.好転 0 0.00% 0.0
2.良い 0 0.00% 0.0 2.良い 2 5.13% 5.1 2.やや増加 4 10.53% 10.5 2.やや好転 7 17.95% 17.9
3.普通 9 23.08% 23.1 3.普通 9 23.08% 23.1 3.変わらない 9 23.68% 23.7 3.変わらない 12 30.77% 30.8
4.悪い 27 69.23% 69.2 4.悪い 23 58.97% 59.0 4.やや減少 12 31.58% 31.6 4.やや悪化 13 33.33% 33.3
5.大変悪い 3 7.69% 7.7 5.大変悪い 5 12.82% 12.8 5.減少 11 28.95% 28.9 5.悪化 7 17.95% 17.9
サービス業 ＤＩ値 ▲ 82.5 サービス業 ＤＩ値 ▲ 82.5 サービス業 ＤＩ値 ▲ 55.0 サービス業 ＤＩ値 ▲ 52.5
1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.増加 0 0.00% 0.0 1.好転 0 0.00% 0.0
2.良い 0 0.00% 0.0 2.良い 0 0.00% 0.0 2.やや増加 4 10.00% 10.0 2.やや好転 4 10.00% 10.0
3.普通 7 17.50% 17.5 3.普通 7 17.50% 17.5 3.変わらない 10 25.00% 25.0 3.変わらない 11 27.50% 27.5
4.悪い 28 70.00% 70.0 4.悪い 22 55.00% 55.0 4.やや減少 8 20.00% 20.0 4.やや悪化 8 20.00% 20.0
5.大変悪い 5 12.50% 12.5 5.大変悪い 11 27.50% 27.5 5.減少 18 45.00% 45.0 5.悪化 17 42.50% 42.5

①佐世保の景況感について ②市内業界の景況感 ③昨年同期比の売上の動向は？ ④昨年同期比の採算動向は？
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【概  況】 

（全業種）  ※（ ）内は前回調査値 

① 市内の景況感について 

「大変良い」0.0%(0.7%)、「良い」2.0%(0.7%)、「普通」32.5%(30.2%)、「悪い」55.6%(55.0%)、 

「大変悪い」9.9%(13.4%)となり、ＤＩは 、▲63.6(▲67.1)と3.5ポイント改善した。 

業種別ＤＩでは、建設業、卸・小売業がプラスに作用し、製造業、サービス業はマイナスに作用した。 

 

② 市内における業界の景気動向について 

「大変良い」0.0%(0.0%)、「良い」4.0%(6.0%)、「普通」37.1%(36.4%)、「悪い」43.0%(40.4%)、 

「大変悪い」15.9%(17.2%)となり、ＤＩは 、▲55.0(▲51.7)と3.3ポイント悪化した。 

業種別ＤＩでは、建設業、製造業がプラスに作用し、卸・小売業、サービス業はマイナスに作用した。 

 

③ 前年同期比（平成30年7月～9月）の売上動向について 

「増加」5.4%(4.0%)、「やや増加」10.1%(16.6%)、「変わらない」29.5%(29.1%)、「やや減少」26.2%(24.5%)、

「減少」28.9%(25.8%)となり、ＤＩは 、▲39.6(▲29.8)と9.8ポイント悪化した。 

業種別ＤＩでは、製造業、サービス業がプラスに作用し、建設業、卸・小売業はマイナスに作用した。 

 

④  前年同期比（平成30年7月～9月）の採算動向について 

「好転」3.3%(1.3%)、「やや好転」11.3%(13.2%)、「変わらない」35.1%(34.4%)、「やや悪化」25.8%(29.8%)、

「悪化」24.5%(21.2%)となり、ＤＩは 、▲35.8(▲36.4)と0.7ポイント改善した。 

業種別ＤＩでは、製造業、サービス業がプラスに作用し、建設業、卸・小売業はマイナスに作用した。 
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《業種別概況》  ※（ ）内は前回調査値 

（建設業）回答：64社中38社、回答率59.4％ 

○市内の景況感については、「大変良い」0.0%(0.0%)、「良い」7.9%(0.0%)、「普通」55.3%(56.4%)、「悪い」

31.6%(43.6%)、「大変悪い」5.3%(0.0%)となり、ＤＩは 、▲28.9(▲43.6)と14.6ポイント改善した。 

 

○市内業界の景況感については、「大変良い」0.0%(0.0%)、「良い」7.9%(2.6%)、「普通」71.1%(69.2%)、「悪い」

13.2%(25.6%)、「大変悪い」7.9%(2.6%)となり、ＤＩは 、▲13.2(▲25.6)と12.5ポイント改善した。 

 

○前年同期比の売上げは、「増加」5.4%(2.6%)、「やや増加」10.8%(21.1%)、「変わらない」48.6%(57.9%)、「やや

減少」27.0%(15.8%)、「減少」8.1%(2.6%)となり、ＤＩは 、▲18.9(5.3)と24.2ポイント悪化した。 

 

○前年同期比の採算動向は、「好転」5.3%(0.0%)、「やや好転」7.9%(18.4%)、「変わらない」57.9%(63.2%)、「や

や悪化」21.1%(15.8%)、「悪化」7.9%(2.6%)となり、ＤＩは 、▲15.8(0.0)と15.8ポイント悪化した。 

《主な自由意見》 

○昨年同期の売上動向 

好転要因では、公共工事の受注などの回答があった。 

悪化要因では、受注の減少やコロナの影響といった声の他、好調な前年度と比較して悪化したとの回答が

見られた。 

 

○昨年同期の採算動向 

好転要因では、公共工事の受注や利益率重視への業態転換といった回答があった。 

悪化要因では、受注の減少やコロナの影響による工事中断といった回答があった。 

 

○経営上の問題・課題 

人材(特に技術者や有資格者)不足を懸念する声が多数寄せられた。 
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（製造業）回答：53社中34社、回答率64.2％ 

○市内の景況感については、「大変良い」0.0%(3.2%)、「良い」0.0%(3.2%)、「普通」35.3%(22.6%)、「悪い」

50.0%(64.5%)、「大変悪い」14.7%(6.5%)となり、ＤＩは 、▲64.7(▲64.5)と0.2ポイント悪化した。 

 

○市内業界の景況感については、「大変良い」0.0%(0.0%)、「良い」2.9%(6.1%)、「普通」38.2%(30.3%)、「悪い」

44.1%(51.5%)、「大変悪い」14.7%(12.1%)となり、ＤＩは 、▲55.9(▲57.6)と1.7ポイント改善した。 

 

○前年同期比の売上げは、「増加」11.8%(6.1%)、「やや増加」8.8%(9.1%)、「変わらない」20.6%(18.2%)、「やや

減少」26.5%(33.3%)、「減少」32.4%(33.3%)となり、ＤＩは 、▲38.2(▲51.5)と13.3ポイント改善した。 

 

○前年同期比の採算動向は、「好転」8.8%(3.0%)、「やや好転」8.8%(9.1%)、「変わらない」23.5%(24.2%)、「やや

悪化」29.4%(42.4%)、「悪化」29.4%(21.2%)となり、ＤＩは 、▲41.2(▲51.5)と10.3ポイント改善した。 

《主な自由意見》 

○昨年同期の売上動向 

好転要因では、食品加工業者を中心にコロナによる需要増といった回答が寄せられた他、工事受注量の増加とい

った回答が寄せられた。 

悪化要因では、造船関連仕事量の減少との回答が多く、次いでイベントや飲食店向け取引の不調といった回答が

あった。 

 

○昨年同期の採算動向 

好転要因では、売上増加やコストダウンなどといった回答があった。 

悪化要因では、売上減少に伴う利益減や材料費値上がりといった回答が寄せられた。 

 

○経営上の問題・課題 

 コロナ禍の収束を期待する声の他、人手、後継者不足を指摘する声が寄せられた。 
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（卸・小売業）回答：75社中39社、回答率52.0％ 

○市内の景況感については、「大変良い」0.0%(0.0%)、「良い」0.0%(0.0%)、「普通」23.1%(20.5%)、「悪い」

69.2%(64.1%)、「大変悪い」7.7%(15.4%)となり、ＤＩは 、▲76.9(▲79.5)と2.6ポイント改善した。 

 

○市内業界の景況感については、「大変良い」0.0%(0.0%)、「良い」5.1%(10.3%)、「普通」23.1%(25.6%)、「悪い」

59.0%(48.7%)、「大変悪い」12.8%(15.4%)となり、ＤＩは 、▲66.7(▲53.8)と12.8ポイント悪化した。 

 

○前年同期比の売上げは、「増加」5.3%(7.7%)、「やや増加」10.5%(23.1%)、「変わらない」23.7%(23.1%)、「やや

減少」31.6%(23.1%)、「減少」28.9%(23.1%)となり、ＤＩは 、▲44.7(▲15.4)と29.4ポイント悪化した。 

 

○前年同期比の採算動向は、「好転」0.0%(2.6%)、「やや好転」17.9%(20.5%)、「変わらない」30.8%(28.2%)、「や

や悪化」33.3%(30.8%)、「悪化」17.9%(17.9%)となり、ＤＩは 、▲33.3(▲25.6)と7.7ポイント悪化した。 

《主な自由意見》 

○昨年同期の売上動向 

好転要因では、通信販売の好調やステイホームによる需要の増加などといった回答があった。 

 悪化要因では、コロナウイルスによる人出・催事の減少の影響といった回答が多く寄せられた。 

 

○昨年同期の採算動向 

好転要因では、売上増加に伴う利益増と言った回答が寄せられた。 

悪化要因では、コロナウイルスによる消費マインドの低下といった回答があった。 

 

○経営上の問題・課題 

採用難や設備投資費用の増加、ベースアップ分の経費を懸念する声が寄せられた。 
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（サービス業）回答：88 社中41 社、回答率45.5％ 

○市内の景況感については、「大変良い」0.0%(0.0%)、「良い」0.0%(0.0%)、「普通」17.5%(20.0%)、「悪い」

70.0%(50.0%)、「大変悪い」12.5%(30.0%)となり、ＤＩは 、▲82.5(▲80.0)と2.5ポイント悪化した。 

 

○市内業界の景況感については、「大変良い」0.0%(0.0%)、「良い」0.0%(5.0%)、「普通」17.5%(20.0%)、「悪い」

55.0%(37.5%)、「大変悪い」27.5%(37.5%)となり、ＤＩは 、▲82.5(▲70.0)と12.5ポイント悪化した。 

 

○前年同期比の売上げは、「増加」0.0%(0.0%)、「やや増加」10.0%(12.2%)、「変わらない」25.0%(17.1%)、「やや

減少」20.0%(26.8%)、「減少」45.0%(43.9%)となり、ＤＩは 、▲55.0(▲58.5)と3.5ポイント改善した。 

 

○前年同期比の採算動向は、「好転」0.0%(0.0%)、「やや好転」10.0%(4.9%)、「変わらない」27.5%(22.0%)、「や

や悪化」20.0%(31.7%)、「悪化」42.5%(41.5%)となり、ＤＩは 、▲52.5(▲68.3)と15.8ポイント改善した。 

《主な自由意見》 

○昨年同期の売上動向 

好転要因では、取引増や不調だった昨年と比べて改善したといった回答が寄せられた。 

悪化要因では、飲食・宿泊・娯楽・運送・イベント関連等、サービス業の幅広い業種からコロナウイルスによる

来客減や催事の中止による売上減といった回答が多く寄せられた。 

 

○昨年同期の採算動向 

好転要因では、売上増加に伴う利益増といった回答が寄せられた。 

悪化要因では、コロナウイルスによる売上減や固定費の割合増といった声が多く寄せられた。 

 

○経営上の問題・課題 

 コロナの影響を指摘する声が寄せられた。  

  

 

以上 
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図表１－２【全業種ＤＩ値の推移（平成 21年～）】  
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図表１－３【佐世保の景況感の推移（平成 28年～）】 

 

 

 

図表１－４【市内業界の景況感の推移（平成 28年～）】 
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図表１－５【昨年同期比の売上動向の推移（平成 28年～）】 

 

 

 

図表１－６【昨年同期比の採算動向の推移（平成 28年～）】 
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